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今
年
度
の
宮
陵
会
の
定
時
総
会
は
、

ま
さ
に
宮
陵
会
は
じ
ま
っ
て
以
来
の
流

れ
の
な
か
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
学
校
法
人
神
奈
川
大
学
は
4
月
8

日
、
①
前
学
期
の
全
て
の
授
業
は
オ
ン

ラ
イ
ン
開
講
②
授
業
終
了
日
の
8
月
1

日
ま
で
構
内
へ
の
入
構
禁
止
―
と
決
定

し
ま
し
た
。
こ
の
決
定
を
受
け
、
宮
陵

会
本
部
は
５
月
22
日
の
理
事
会
（
書
面

議
決
に
よ
る
）
で
、
”
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
総
会
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
を
発
生
さ

せ
か
ね
な
い
“
と
判
断
。
総
会
開
催
方

法
を
①
定
款
に
基
づ
き
社
員
全
員
の
出

席
を
求
め
ず
、
書
面
ま
た
は
代
理
人
に

よ
る
議
決
権
行
使
②
出
席
者
は
役
員
中

心
に
近
隣
の
一
部
社
員（
代
議
員
）

③
「
3
密
」
を
避
け
る
た
め
学

外
の
ホ
テ
ル
④
議
案
へ
の
意
見

は
総
会
の
場
で
発
表
、
と
決
め

ま
し
た
。

　
総
会
は
6
月
13
日
、
横
浜
駅

西
口
の
ホ
テ
ル
横
浜
キ
ャ
メ

ロ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
で
開
催
し
ま

し
た
。〈
内
訳
は
、
社
員
総
数
１

８
２
。
本
人
出
席
18
、
議
決
権

行
使
82
、
委
任
状
出
席
65
（
受

任
者
は
議
長
に
37
、
会
長
に
22
、

代
議
員
個
人
に
6
）〉
専
務
理
事

萩
原
く
み
こ
氏
（
昭
59
法
）
の
司

会
で
始
ま
っ
た
総
会
は
、
19
年

度
総
会
以
降
に
逝
去
さ
れ
た
阿

蘇
司
朗
氏
（
昭
31
電
、
前
山
形
県
宮

陵
会
会
長
）、
名
誉
役
員
の
山
田

操
顧
問
（
昭
19
商
）、
長
野
定
英

参
与（
昭
23
工
経
）
の
ご
冥
福
を
祈
り
、

全
員
で
黙
祷
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
続
い

て
、
久
保
清
治
会
長
（
昭
43
貿
）
が
開

会
挨
拶
。
定
款
第
16
条
に
基
づ
き
、
総

会
議
長
に
本
会
副
会
長
三
宮
政
俊
氏

（
昭
51
法
・
53
法
修
）
を
満
場
一
致
で
選
任
。

司
会
者
か
ら
定
款
第
18
条
に
定
め
る
社

員
総
数
の
過
半
数
を
満
た
し
総
会
は
成

立
し
た
旨
の
報
告
が
あ
り
、
議
長
が
議

事
録
署
名
人
に
本
会
副
会
長
原
柳
作
氏

（
昭
46
英
）
と
社
員
大
塚
順
子
氏（
昭
59
経
）

の
2
人
を
指
名
、
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　
議
事
は
、
本
会
専
務
理
事
の
久
米
信

行
氏
（
昭
49
経
）
が
①
報
告
事
項
と
し

て
19
年
度
の
事
業
報
告
と
20
年
度
の
事

業
計
画
及
び
予
算
、
②
決
議
事
項
と
し

て
第
1
号
議
案
の
「
19
年
度
決
算
承
認

の
件
」
を
説
明
。
監
事
の
三
縄
昭
男
氏

（
43
貿
）
が
監
査
報
告
を
行
っ
た
。
そ
の

後
、
公
益
目
的
支
出
計
画
に
関
す
る
質

疑
応
答
等
を
経
て
、
原
案
通
り
承
認
し

ま
し
た
。

　
社
員
天
野
和
彦
氏
（
昭
41
経
）
並
び

に
社
員
庄
子
忠
宏
氏
（
昭
40
工
経
）
か
ら

事
前
に
頂
い
た
意
見
等
は
総
会
資
料
と

し
て
出
席
者
に
配
付
、
確
認
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
財
政
状
況
（
収
入
増
の
具

体
な
施
策
の
必
要
性
）
や
準
会
員
の
新

規
事
業
へ
の
期
待
感
に
関
す
る
も
の
で

し
た
。

　
最
後
に
、
司
会
者
が
「
20
年
度
表
彰

者
芳
名
」
を
披
露
。「
理
事
会
決
定
と

し
て
、
本
部
関
係
と
特
別
表
彰
は
次
年

度
に
繰
り
延
べ
す
る
」
旨
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
な
お
、
牧
内
良
平
理
事
長
や
兼
子
良

夫
学
長
を
は
じ
め
、
学
校
法
人
役
員
を

来
賓
と
し
て
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
本
年
4
月
発
行
の
「
宮
陵
」

第
69
号
掲
載
の
理
事
長
並
び
に
学
長
の

挨
拶
等
で
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

新型コロナ禍の定時総会

出
席
者　

１
６
５
人

　
　
　
　（
議
決
権
行
使
、委
任
状
含
む
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
渦
中
に

お
け
る
定
時
総
会
が
6
月
13

日
、横
浜
市
内
の
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
、提
案
さ
れ
た
議
案

は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

様
子
を
報
告
し
ま
す
。

（
専
務
理
事 

佐
藤
武
）

マスク姿で開会挨拶する久保清治会長

「３密」を避け審議する議長と代議員
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　「神楽の里」　2014（平成26）年制作　F10号
　神楽太夫だった父方の叔父の神楽を見たのは、初雪の舞う村祭りで、小学３年生のことでした。次に観たのは、たしか中学生の正月。夜通
しの上演で、さすがに、未明の演目の記憶がありません。叔父の墓参りに訪れたおり、あの夜の山や池の風景が甦り、描いてみました。二科展
で特選を頂いて、帝国ホテルのギャラリーで小品を出させて頂いたおり、縁あって平井伸治鳥取県知事にご高覧頂きました。この絵は、故郷
の思い出をモチーフにしており、お礼に差し上げました。	 渡邊（旧姓内田）恵子　（宮陵会理事1977 年法律卒）

■ 訃報　謹んでお悔やみ申しあげます。
▽ 2020（令和 2）年 4月 2日

長野 定英 様（23工経）参与・元副会長
▽ 2020（令和 2）年 4月27日

石崎 惠三 様（31工経）元京滋宮陵会会長
▽ 2020（令和 2）年 5月 4日

渡辺 徳平 様（30法）顧問、元会長・副会長
▽ 2020（令和2）年 5月17日

伊藤 文保 様（39経）元神奈川県庁支部支部長
元学校法人神奈川大学理事長

▽ 2020（令和2）年 5月18日
岩本 克美 様（46経）前香川県宮陵会会長

▽ 2020（令和2）年 7月4日
粂　昭 様（41工経）磯子区宮陵会会長

◇会議予定　理事会
2020（令和 2）年 9月 25日（金）、12月４日（金）
2021（令和 3) 年 2月 6 日(土 )、 3 月6日(土)

◇夏季一斉休業期
2020( 令和 2) 年 8月11日( 火 ) ～ 8月14日( 金 )

◇地域組織 新代表者紹介
▽苫小牧宮陵会	 （48機）朝山　隆氏
▽和歌山県宮陵会	（47機）浦　晴雄氏
▽珊瑚の会	 （35経）磯邉　晃氏

◇事務局からのお願い
会費納入について

宮陵会の安定的な運営のため、会費の納入をお願い致しま
す。会費が未納の場合は、会員資格が「普通会員」となり、
代議員となる資格がなくなる場合があります。詳細につき
ましては、同封の【会費納入要領】をご参照ください。

住所等の変更について
登録されている氏名・住所・電話番号・勤務先などに変更が
あれば、ご連絡をお願いします。

①神奈川大学ホームページ
卒 業 生 のひろば (http://alumni.kanagawa-u.ac.jp/) ⇒
卒業生情報登録・変更のご案内

② FAX 045-413-0791
③ E-mail　kyuryou-jimu@kanagawa-u.ac.jp
※登録いただきました情報は、皆様の個人情報の重要性を深
く認識し「学校法人神奈川大学プライバシーポリシー」に従
い適正な保護管理に努めています。

表紙のことば

　
今
年
に
入
っ
て
か
ら
現
在
ま
で
、
コ

ロ
ナ
感
染
で
世
の
中
が
騒
然
と
し
て
い

る
中
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
お
変
わ
り

な
く
元
気
に
過
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
今
回
の
突
然
の
出
来
事
は
、
ど
の
人
に
と
っ
て
も
初
め
て
の

経
験
で
、
戸
惑
い
の
連
続
で
し
た
ね
。
と
り
わ
け
、
３
密
の
回

避
や
外
出
制
限
は
、
日
常
の
生
活
を
強
く
束
縛
す
る
も
の
で
、

日
頃
の
人
と
の
付
き
合
い
や
交
流
が
人
生
に
と
っ
て
頗
る
重
要

で
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
宮
陵
会
の
「
定
款
」
第
3
条
（
目
的
）
に
、「
こ
の
法
人
は
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
」
と
、
冒
頭
に
規
定
さ
れ
て
い
る
意

味
を
、
再
認
識
い
た
し
た
次
第
で
す
。

　
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
閉
鎖
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
、
部
活
動
の

停
止
な
ど
の
措
置
に
と
も
な
い
、
宮
陵
会
の
本
部
勤
務
も
制
限
、

会
員
の
皆
様
に
は
多
大
な
る
御
不
便
を
お
か
け
し
、
お
詫
び
し

ま
す
。
初
め
て
の
経
験
の
、
職
員
・
役
員
は
懸
命
に
任
務
を
遂

行
し
て
お
り
、
そ
の
努
力
に
敬
服
の
至
り
。
感
謝
！

会 長 あ い さ つ宮陵会事務局情報

　
　
　
　
　
　
　

記

１
．
代
議
員
の
定
数
　
２
１
０
人（
定
款
第
11
条
第
1
項
、
代

議
員
選
任
規
程
第
3
条
）

２
．
代
議
員
の
任
期
　
２
０
２
１
年
2
月
1
日
～
２
０
２
３
年

1
月
31
日
（
定
款
第
11
条
第
5
項
）

３
．
選
挙
日
程
　
①
選
挙
の
公
示
　
２
０
２
０
年
8
月
1
日（
土
）　

②
立
候
補
の
受
付
期
間
　
２
０
２
０
年
10
月
1
日（
木
）

～
10
月
15
日（
木
）
消
印
有
効
　
③
候
補
者
の
公
示

２
０
２
０
年
12
月
1
日（
火
）　
④
投
票
期
間　

２
０
２
１
年

1
月
15
日（
金
）
消
印
有
効 

　
⑤
当
選
者
の
公
告
　
２
０

２
１
年
2
月
1
日（
月
）

※
代
議
員
候
補
者
が
定
数
を
超
え
な
い
場
合
は
、
投
票
を
行
い
ま
せ
ん
。

▽
代
議
員
選
挙
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
代
議
員
選
挙
の
お

知
ら
せ
」（
正
会
員
に
同
封
）
ま
た
は
宮
陵
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
公
示
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。会
員
種
別
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
会

費
の
納
入
に
つ
い
て
（
お
願
い
）」
の
【
会
費
納
入
要
領
】
の

最
後
に
記
載
い
た
し
ま
し
た
。

久保清治
会長

□
代
議
員
選
挙
に
つ
い
て

　
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
の「
総
会（
社
員
総
会
）」

は
、
正
会
員
の
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
代
議
員
（
社
員
）
で

構
成
さ
れ
ま
す
。
そ
の
代
議
員
は
、
正
会
員
に
よ
る
立
候
補
者

と
代
議
員
候
補
者
推
薦
委
員
会
が
推
薦
し
た
候
補
者
の
な
か

か
ら
、
正
会
員
に
よ
る
選
挙
で
選
ば
れ
ま
す
。
現
在
の
代
議
員

は
２
０
２
１
年
1
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
に
な
り
ま
す
。

定
款
第
11
条
並
び
に
代
議
員
選
任
規
程
に
基
づ
き
、
次
期
代
議

員
を
選
ぶ
代
議
員
選
挙
を
下
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
代
議
員
選
挙
の
選
挙
権
、
被
選
挙
権
の
あ
る
正
会
員
と
は
、

「
選
挙
年
度
の
4
月
1
日
現
在
、
住
所
が
判
明
し
、
定
款
に
定

め
ら
れ
た
会
費
を
納
入
し
て
い
る
会
員
」
で
す
。
代
議
員
選
挙

管
理
委
員
会
が
定
め
る
期
日
（
２
０
２
０
年
10
月
31
日
）
ま
で

に
、
正
会
員
資
格
の
判
断
基
準
で
あ
る
「
住
所
の
届
出
並
び
に

会
費
納
入
の
手
続
き
」
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
代
議
員
に
立

候
補
ま
た
は
推
薦
人
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
と
み
な
す
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
申
し
添
え
ま
す
。

表
彰
者
芳
名

【
功
労
表
彰
】（
表
彰
規
程
第
２
条

第
２
号
該
当
）〈
地
域
組
織
関
係
〉

阿
蘇
司
朗
様
（
故
人
）、
昭
和
31
年

工
学
部
電
気
工
学
専
修
課
程
卒
業
、

元
山
形
県
宮
陵
会
会
長
・
副
会
長

【
感
謝
表
彰
】（
表
彰
規
程
第
２
条

第
３
号
該
当
）〈
地
域
組
織
関
係
〉

早
坂
美
貴
夫
様
、
昭
和
43
年
経
済

学
部
経
済
学
科
卒
業
、
元
山
形
県

宮
陵
会
副
会
長
▽
松
尾
直
子
様
、
昭

和
63
年
外
国
語
学
部
英
語
英
文
学

科
卒
業
、
元
福
岡
宮
陵
会
会
長
・
事

務
局
長
▽
庄
子
忠
宏
様
、
昭
和
40
年

工
学
部
工
業
経
営
学
科
卒
業
、
元
港

南
区
宮
陵
会
会
長
▽
古
川
勝
彦
様
、

昭
和
40
年
法
経
学
部
経
済
学
科
卒

業
、
元
三
浦
半
島
宮
陵
会
会
長
▽
紺

野
政
弘
様
、
昭
和
39
年
法
経
学
部

経
済
学
科
卒
業
、
元
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
O
B
会
会
長
・
副
会
長

＊
本
部
関
係
と
特
別
表
彰
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
２
０
２
０（
令
和
２
）年
度
は
例

年
通
り
の
定
時
総
会
開
催
が
難
し
い

こ
と
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
表

彰
委
員
会
よ
り
次
年
度
に
繰
り
延
べ

す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
理
事
会
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

訂
正
と
お
詫
び
　
２
０
２
０
年
4
月
発
行
の
会
誌
「
宮
陵
№
69
」の
27
頁
、熊
本

県
総
会
③
大
学
来
賓
の
「
大
塚
順
子
保
健
管
理
事
務
室
長
」

と
あ
る
は
、「
田
島
睦
浩
経
営
政
策
部
長
」の
誤
り
で
し
た
。
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2019年度 事業報告
■	2019・2020年度の役員として、理事 20名と監事 3名が選出され、6月 8日

に開催された理事会において会長、副会長、専務理事が選任された。
■	会誌は正会員（ 60,149件）と４年次生（ 4,593件）へ、会報（夏・冬）

は住所判明者全員（約 110,000件）へ送付した。
■	学校法人神奈川大学「米田吉盛教育奨学金」募金へ 1,200万円を寄付、給付

奨学金として学部生 7名および大学院生 12名に対し、総額 6,765,000円
を給付した。

■	在学生が関わる神奈川大学の入学式の野外イベント、サークル活動並
びに神大フェスタ・平塚祭の支援として約 103万円を助成した。

■	10月より、毎月第 3土曜日に卒業生専門職（弁護士、公認会計士・税理士、
社会保険労務士）による無料相談会を開催し、卒業生及び在学生から
の相談に対応した。

■	「地域組織に対する義援金贈呈の取扱要領」に基づき、大雨、台風等に
より罹災した地域組織に義援金を贈呈した（20地域組織）。

■	4月に宮陵会事務局が『宮陵会館（横浜キャンパス 30号館）』に移転。
会館内の会議室は地域組織の総会や役員会等に広く利用された。

2020 年度 事業計画
■	2021・2022年度の代議員を選出するための選挙を実施する。
■	卒業生専門職による無料相談会の継続開催。
■	宮陵会紹介動画の制作と活用、地域組織ブロック会や総会への在学生

派遣等、新規事業の検討と運用。
■	事業の抜本的な見直しをはじめとした、事業・経費の合理化策の検討と

中期事業計画の策定。

貸借対照表
2020年 3月 31日現在� （単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減
Ⅰ 資 産 の 部
１. 流 動 資 産

現 金 398,481 364,829 33,652
普 通 預 金 31,219,353 42,887,228 △ 11,667,875
振 替 貯 金 745,244 301,758 443,486
定 期 預 金 232,000,000 252,000,000 △ 20,000,000
未 収 金 80,781 78,078 2,703
貸 付 金 755,300 2,310,800 △ 1,555,500
貸 倒 引 当 金 △ 280,500 △ 813,000 532,500
流 動 資 産 合 計 264,918,659 297,129,693 △ 32,211,034

２. 固 定 資 産
(1) 基 本 財 産
定 期 預 金 3,000,000 3,000,000 0
基 本 財 産 合 計 3,000,000 3,000,000 0

(2) 特 定 資 産
奨 学 基 金 積 立 資 産 10,000 10,000 0
神奈川大学創立 100 周年積立資産 21,000,000 1,000,000 20,000,000
退 職 給 付 引 当 預 金 2,563,090 2,563,068 22
特 定 資 産 合 計 23,573,090 3,573,068 20,000,022
固 定 資 産 合 計 26,573,090 6,573,068 20,000,022
資 産 合 計 291,491,749 303,702,761 △ 12,211,012

Ⅱ 負 債 の 部
１. 流 動 負 債

未 払 金 478,772 698,138 △ 219,366
前 受 会 費 21,000 36,000 △ 15,000
預 り 金 181,344 311,808 △ 130,464
流 動 負 債 合 計 681,116 1,045,946 △ 364,830

２. 固 定 負 債
退 職 給 付 引 当 金 2,563,090 2,563,068 22

固 定 負 債 合 計 2,563,090 2,563,068 22
負 債 合 計 3,244,206 3,609,014 △ 364,808

Ⅲ 正 味 財 産 の 部
１. 指 定 正 味 財 産
指 定 正 味 財 産 合 計
(うち基本財産への充当額 )
( うち特定資産への充当額 )

２. 一 般 正 味 財 産 288,247,543 300,093,747 △ 11,846,204
( うち基本財産への充当額 ) (3,000,000) (3,000,000) (0)
( うち特定資産への充当額 ) (21,010,000) (1,010,000) (20,000,000)
正 味 財 産 合 計 288,247,543 300,093,747 △ 11,846,204
負債及び正味財産合計 291,491,749 303,702,761 △ 12,211,012

正味財産増減計算書
2019年 4月 1日から 2020年 3月 31日まで� （単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.　経常増減の部
(1) 経 常 収 益
① 財 　 産　 運　 用　 益 562 963 △ 401
基 本 財 産 受 取 利 息 (255) (255) (0)
特 定 資 産 受 取 利 息 (307) (708) (401)

② 受 　 取 　 会 　 費 113,802,000 120,087,000 △ 6,285,000
正 会 員 会 費 (7,262,000) (7,307,000) ( △ 45,000)
準 会 員 会 費 (106,540,000) (112,780,000) ( △ 6,240,000)

③ 雑 　 　 収 　 　 益 731,132 987,765 △ 256,633
受 取 利 息 (63,599) (53,261) (10,338)
雑 収 益 (667,533) (934,504) ( △ 266,971)

経 常 収 益 計 114,533,694 121,075,728 △ 6,542,034
(2) 経 常 費 用
① 事 　 　 業 　 　 費
給 料 手 当 8,892,665 8,232,826 659,839
退職給付引当金繰入額 11 200,009 △ 199,998
福 利 厚 生 費 1,416,932 1,300,262 116,670
会 議 費 177,476 214,418 △ 36,942
旅 費 交 通 費 2,262,377 2,818,190 △ 555,813
通 信 運 搬 費 29,269,564 28,467,762 801,802
消 耗 品 費 1,479,819 1,439,060 40,759
印 刷 製 本 費 7,985,539 7,547,310 438,229
慶 弔 交 際 費 1,910,000 2,090,068 △ 180,068
賃 借 料 225,438 224,856 582
諸 謝 金 378,658 454,343 △ 75,685
支 払 負 担 金 300,000 6,300,000 △ 6,000,000
支 払 助 成 金 11,355,699 10,225,655 1,130,044
支 払 寄 付 金 22,235,000 22,837,500 △ 602,500
給 付 奨 学 金 12,765,000 15,162,500 △ 2,397,500
委 託 費 1,204,475 1,071,778 132,697
雑 費 42,000 14,644 27,356
事 業 費 計 101,900,653 108,601,181 △ 6,700,528

② 管 　 　 理 　 　 費
給 料 手 当 8,892,665 8,232,826 659,839
臨 時 雇 用 賃 金 278,148 167,650 110,498
退職給付引当金繰入額 11 200,009 △ 199,998
福 利 厚 生 費 1,416,931 1,300,262 116,669
会 議 費 1,183,361 763,864 419,497
旅 費 交 通 費 3,709,778 3,958,862 △ 249,084
通 信 運 搬 費 788,220 610,559 177,661
消 耗 什 器 備 品 費 23,436 △ 23,436
消 耗 品 費 674,352 698,734 △ 24,382
印 刷 製 本 費 1,360,901 851,363 509,538
慶 弔 交 際 費 1,232,272 1,962,554 △ 730,282
賃 借 料 225,438 224,856 582
保 険 料 350,020 368,940 △ 18,920
委 託 費 966,900 1,012,500 △ 45,600
雑 費 246,168 238,294 7,874
管 理 費 計 21,325,165 20,614,709 710,456

経 常 費 用 計 123,225,818 129,215,890 △ 5,990,072
当 期 経 常 増 減 額 △ 8,692,124 △ 8,140,162 △ 551,962

2.　経常外増減の部
(1) 経 常 外 収 益

経 常 外 収 益 計
(2) 経 常 外 費 用
80 周 年 記 念 事 業 費 2,278,320 6,160,667 △ 3,882,347
移 転 費 875,760 875,760
経 常 外 費 用 計 3,154,080 6,160,667 △ 3,006,587
当 期 経 常 外 増 減 額 △ 3,154,080 △ 6,160,667 3,006,587
当期一般正味財産増減額 △ 11,846,204 △ 14,300,829 2,454,625
一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 300,093,747 314,394,576 △ 14,300,829
一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 288,247,543 300,093,747 △ 11,846,204

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 288,247,543 300,093,747 △ 11,846,204

正味財産増減予算書
2020年 4月 1日から 2021年 3月 31日まで� （単位：円）

科 目 予 算 額 備 考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.　経常増減の部
(1) 経 常 収 益
① 財　 産　 運　 用　 益 2,000
基 本 財 産 受 取 利 息 (1,000)
特 定 資 産 受 取 利 息 (1,000)

② 受 　 取 　 会 　 費 115,230,000
正 会 員 会 費 (6,630,000)
準 会 員 会 費 (108,600,000)

③ 雑 　 　 収 　 　 益 350,000
受 取 利 息 (30,000)
雑 収 益 (320,000)

経 常 収 益 計 115,582,000
(2) 経 常 費 用
① 事 　 　 業 　 　 費
給 料 手 当 8,870,000
退職給付引当金繰入額 350,000
福 利 厚 生 費 1,550,000
会 議 費 870,000
旅 費 交 通 費 4,872,000
通 信 運 搬 費 45,800,000
消 耗 品 費 2,862,000
印 刷 製 本 費 10,685,000
慶 弔 交 際 費 2,200,000
賃 借 料 246,000
諸 謝 金 518,000
支 払 負 担 金 6,300,000
支 払 助 成 金 12,000,000
支 払 寄 付 金 21,000,000
給 付 奨 学 金 11,000,000
委 託 費 5,050,000
雑 費 80,000
事 業 費 計 134,253,000

② 管 　 　 理 　 　 費
給 料 手 当 8,870,000
臨 時 雇 用 賃 金 460,000
退職給付引当金繰入額 350,000
福 利 厚 生 費 1,550,000
会 議 費 1,900,000
旅 費 交 通 費 4,950,000
通 信 運 搬 費 895,000
消 耗 什 器 備 品 費 200,000
消 耗 品 費 970,000
印 刷 製 本 費 1,000,000
慶 弔 交 際 費 1,400,000
賃 借 料 246,000
保 険 料 400,000
諸 謝 金 100,000
委 託 費 1,715,000
雑 費 325,000
管 理 費 計 25,331,000

経 常 費 用 計 159,584,000
当 期 経 常 増 減 額 △ 44,002,000

2.　経常外増減の部
(1) 経 常 外 収 益

経 常 外 収 益 計
(2) 経 常 外 費 用

経 常 外 費 用 計
当 期 経 常 外 増 減 額
当期一般正味財産増減額 △ 44,002,000
一般正味財産期首残高 288,247,543
一般正味財産期末残高 244,245,543

Ⅱ　指定正味財産増減の部
① 受　 取　 寄　 付　 金
受 取 寄 付 金
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 244,245,543
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コ
ロ
ナ
感
染
収
束
の
見
通
し
が
た
た
ず
、こ
れ
か
ら
は
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」の
時
代
と
言
わ
れ
ま
す
。今
号
で
は
こ
の

よ
う
な
と
き
に
明
る
い
話
題
を
と
考
え
、地
域
か
ら
の
魅
力
あ
る
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
組
織
の
魅
力
紹
介

沖
縄
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

沖
縄
県
宮
陵
会　
新
嘉
喜　
康
治（
55
歳
）

　
沖
縄
と
言
え
ば
何
と
言
っ
て
も
青
い
海
、

青
い
空
、そ
し
て
豊
か
な
自
然
が
広
が
る

観
光
地
を
連
想
す
る
と
思
い
ま
す
。今
回

紹
介
し
た
い
の
は
景
勝
地
と
し
て
も
知
ら

れ
、観
光
の
ひ
と
つ
と
し
て
訪
れ
て
欲
し
い

「
沖
縄
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」で
す
。そ
の
中

で
も
特
に
有
名
な
2
箇
所
に
絞
っ
て
紹
介

し
ま
す
。

◇
斎せ

い
ふ
ぁ
ー
う
た
き

場
御
嶽

　

世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
有
名

な
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。琉
球
神
話
で

は
、神
様
が
沖
縄
を
作
り
出
し
た
時
に
9

つ
の
聖
地
を
作
り
出
し
、そ
の
う
ち
7
つ
の

聖
地
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
琉

り
ゅ
う
き
ゅ
う球

開か
い
び
ゃ
く闢

七な
な
う
た
き

御
嶽
と
し
て
7
つ
の
御
嶽
は
信
仰
さ
れ

て
い
ま
す
が
、そ
の
御
嶽
の
中
で
最
も
神
聖

な
場
所
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
の
御
嶽
は
、本
州
の
神
社
仏
閣
と

は
違
い
、自
然
の
巨
石
な
ど
を
神
殿
に
見

立
て
て
崇
拝
す
る
と
い
う
信
仰
の
仕
方
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。斎
場
御
嶽
で
は
、周
囲
の

自
然
や
、空
気
の
質
感
、そ
こ
に
存
在
す
る

樹
木
や
巨

石
な
ど
か

ら
生
み
出

さ
れ
る
自

然
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
吸

私
と
吉
田
松
陰

山
口
県（
防
長
）宮
陵
会　
長
谷
川
進
一（
79
歳
）

　
歴
史
ド
ラ
マ
の
人
気
は
、戦
国
時
代
と

幕
末
で
二
分
し
て
い
る
ら
し
い
。鬼
平
や

剣
客
商
売
な
ど
江
戸
の
情
緒
豊
か
で
人
情

あ
ふ
れ
る
時
代
劇
び
い
き
の
私
は
一
言
反

論
申
し
上
げ
た
い
気
持
ち
で
は
あ
る
が
、

わ
が
住
む
故
郷
、山
口
県
の
歴
史
を
思
う

と
溜
飲
を
さ
げ
ざ
る
を
え
な
い
。山
口
県

は
明
治
以
前
は
長
州
藩
と
よ
ば
れ
、幕
末

か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
多
く
の
志
士
を

輩
出
し
近
代
国
家
成
立
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。な
か
で
も
長
州
藩
の
藩

庁
が
置
か
れ
た
萩
市
は
た
く
さ
ん
の
史
跡

を
残
し
、私
も
年
に
数
回
は
訪
れ
る
。こ

こ
に
県
内
外
の
客
を
問
わ
ず
人
気
の
高
い

場
所
が
、松
陰
神
社
で
あ
る
。そ
の
境
内

に
あ
る
木
造
瓦
葺
き
の
小
舎
が
松
下
村
塾

と
い
う
吉
田
松
陰
を
師
と
す
る
私
塾
で
あ

る
。こ
こ
か
ら
久
坂
玄
瑞
、高
杉
晋
作
、伊

藤
博
文
、山
縣
有
朋
な
ど
、維
新
の
原
動

力
と
な
り
明
治
新
政
府
に
活
躍
し
た
逸
材

が
多
く
輩
出
さ
れ
た
。

　
松
下
村
塾
は
、武
士
・
町
民
・
農
民
な
ど

身
分
の
隔
て
な
く
塾
生
を
受
け
入
れ
た
と

い
う
。今
で
こ
そ
至
極
当
然
な
こ
と
で
あ
る

が
、当
時
の
武
家
社
会
に
お
い
て
は
先
駆
的

な
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。こ
こ
に
多

く
の
有
能
な
人
材
が
集
ま
り
そ
の
後
大
活

躍
し
た
背
景
に
は
、松
陰
の
教
え
が
あ
っ
た

収
す
る
場
所
だ
と
思
っ
て
訪
れ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

◇
首
里
城

　
言
わ
ず
と
知
れ
た
沖
縄
が
世
界
に
誇
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
首
里
城
で
す
が
、火
災
に

よ
り
本
殿
を
含
む
6
棟
が
一
夜
に
し
て
焼
失

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。沖
縄
県
民
の
み
な
ら

ず
悲
し
み
と
喪
失
感
に
襲
わ
れ
た
事
は
周

知
の
と
お
り
で
す
。こ
の
首
里
城
に
も
隠
れ

た
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
存
在
し
ま
す
。琉
球

王
朝
の
風
水
師
に
よ
っ
て
風
水
を
計
算
し
て

設
計
さ
れ
て
い
て
、風
の
気
を
受
け
止
め
る

よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。社
交
運
や
出
会
い
運
が
ア
ッ
プ
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
て
、そ
の
パ
ワ
ー
は
水
に
触

れ
る
こ
と
で
効
率
よ
く
運
気
を
吸
収
で
き

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
か
首
里
城

の
城
郭
へ
向
か
う
途
中
に
は
、龍り

ゅ
う
ひ樋

と
呼
ば

れ
る
王
宮
の
飲
料
水
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
た
清
ら
か
な
湧
き
水
が
出
る
場
所
が
あ

り
ま
す
が
、こ
う
い
っ
た
場
所
も
風
水
の
考

え
方
か
ら
設
計
さ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

龍
樋
自
体
も
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
呼
べ
る
首

里
城
は
、観
光
も
楽
し
み
な
が
ら
パ
ワ
ー
を

も
ら
え
る
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　
い
か
が
で
し
た
か
？
今
回
紹
介
し
た
沖

縄
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
ほ
ん
の
一
部
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。沖
縄
旅
行
の
楽
し
み
に
ぜ
ひ
取

り
入
れ
て
下
さ
い
。ま
っ
ち
ょ
い
び
ん
ど
～

こ
そ
だ
と
思

う
。松
陰
の
言

葉
に
「
自
分

の
価
値
観
で

人
を
責
め
な

い
。一
つ
の
失

敗
で
全
て
を

否
定
し
な
い
。

長
所
を
見
て

短
所
を
見
な

い
。心
を
見
て
結
果
を
見
な
い
。そ
う
す
れ

ば
人
は
必
ず
集
ま
っ
て
く
る
」と
あ
る
。言

う
は
易
い
が
、こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い
。

　
松
下
村
塾
に
は
遠
く
及
ば
な
い
が
、私

は
地
域
の
生
涯
学
習
の
教
室
を
主
宰
し
て

い
る
。さ
す
が
に
わ
が
塾
か
ら
維
新
の
志
士

を
送
り
出
す
こ
と
は
な
か
ろ
う
が
、集
ま

る
方
々
が
楽
し
ん
で
、笑
っ
て
過
ご
し
て
く

れ
た
ら
い
い
と
、切
に
願
う
。松
陰
は
情
熱

的
な
人
物
で
、黒
船
が
来
航
し
た
際
、周
り

の
人
々
が
あ
っ
け
に
と
れ
ら
れ
て
い
る
中
、

失
敗
に
終
わ
る
が
、潜
入
を
試
み
て
い
る
。

わ
ず
か
29
歳
で
死
刑
と
な
り
、そ
の
短
い

生
涯
を
終
え
る
松
陰
だ
が
、彼
の
情
熱
と

好
奇
心
は
そ
の
後
の
門
下
生
た
ち
に
受
け

継
が
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。さ
あ
、私
も

齢
79
歳
。松
陰
先
生
を
見
習
っ
て
情
熱
と

好
奇
心
を
忘
れ
ず
。ま
ち
の
塾
長
先
生
を

頑
張
る
と
し
よ
う
。

あ
ら
か
き
・こ
う
じ

◎
事
務
局
長　

１
９
８
９（
平
成
元
）年
第
二
貿
易
卒

は
せ
が
わ
・し
ん
い
ち

◎
会
長　

１
９
６
３（
昭
和
38
）年
経
済
卒

斎場御嶽

世田谷の松陰神社
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聖
徳
太
子
が
創
建
し
た
斑い

か
る
が
で
ら

鳩
寺

兵
庫
県
宮
陵
会　
大
谷　
豊
司（
70
歳
）

　
兵
庫
県
内
、姫
路
市
の
北
の
方
角
に

「
奈
良
」を
思
わ
せ
る
土
地
名
が
あ
る
。揖

保
郡
の
「
太た

い
し
ち
ょ
う

子
町
」で
あ
る
。そ
の
付
近

の
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
の
名
は
「
鵤

い
か
る
が」

で
あ
る
。車
で
走
る
つ
ど
、「
鵤

い
か
る
が
」の
文
字

は
私
に
寺
を
連
想
さ
せ
て
い
た
。

　
そ
ん
な
な
か
昨
年
の
こ
と
、元
同
僚
た

ち
か
ら
加
古
川
市
の
「
聖
徳
太
子
が
創

建
し
た
鶴か

く
り
ん
じ

林
寺
の
見
学
に
行
き
ま
せ
ん

か
」と
誘
い
を
受
け
た
と
き
、交
差
点「
鵤
」

周
辺
に
も
ゆ
か
り
の
寺
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
浮
か
び
、早
速
調
べ
た
と
こ

ろ
、
太
子
町
に
は
聖
徳
太
子
創
建
の

「
斑い

か
る
が
で
ら

鳩
寺
」が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
寺
の
由
来
は
、推
古
天
皇
時
代
に
天
皇

か
ら
播
磨
の
水
田
を
賜
っ
た
聖
徳
太
子
は

そ
の
地
を
「
鵤

い
か
る
が
の
し
ょ
う
莊
」と
名
付
け
、寺
院

を
建
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
伝
え
ら

れ
、聖
徳
太
子
は
仏
教
を
広
め
る
た
め
に

各
地
に
多
く
の
寺
を
建
立
し
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。確
か
に
上
述
の
「
鶴
林
寺
」「
斑

鳩
寺
」以
外
に
も
、県
内
に
は
、「
中
山
寺
」

（
宝
塚
市
）「
極
楽
寺
」（
神
戸
市
）「
大
覚
寺
」（
尼

崎
市
）「
鏑か
ぶ
ら
い
じ

射
寺
」（
神
戸
市
）「
容よ
う
じ
ゅ
う
じ

住
寺
」（
伊

丹
市
）
な
ど
が
聖
徳
太
子
の
創
建
で
あ
る

と
寺
伝
に
記
さ
れ
て
い
る
。聖
徳
太
子
ゆ

か
り
の
寺
と
言
え
ば
、「
聖
徳
太
子
建
立

７
大
寺
」が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。残
念

な
が
ら
県
下
7
カ
寺
は
、い
ず
れ
も
そ
の

中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。7
大
寺
の
一

つ
、奈
良
県
斑
鳩
町
に
あ
り
１
９
９
３
年

に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
法

隆
寺
」は
、「
斑い

か
る
が
で
ら

鳩
寺
」と
も
呼
ば
れ
て
い

る
。聖
徳
太
子
は
仏
法
興
隆
の
た
め
に
太

子
町
の
斑
鳩
寺
を
法
隆
寺
に
寄
進
し
た
た

め
、斑
鳩
寺
は
創
建
以
来
、法
隆
寺
の
別

院
と
言
わ
れ
、法
隆
寺
を
経
済
的
に
支
え

て
き
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、太
子
町
の
斑
鳩
寺
は
室
町
時

代
後
期
の
戦
国
時
代
に
戦
禍
で
灰
燼
に
帰

し
、そ
の
後
の
復
興
を
機
に
、江
戸
時
代

以
降
は
比
叡
山
を
本
山
と
す
る
天
台
宗
に

改
宗
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
会
式
に

参
加
し
て

富
山
県
宮
陵
会　
黒
田　
勲（
78
歳
）

　
県
内
初
の
開
催
と
な
っ
た
高
齢
者
の
ス

ポ
ー
ツ
と
文
化
の
祭
典
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
富
山
２
０
１
８
」の
総
合
開
会
式
が
18

年
11
月
3
日
、富
山
市
の
県
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
、全
国
か
ら
選

手
１
万
７
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
開
会
式
で
炬き

ょ
か火

ラ
ン
ナ
ー
の
ス
タ
ー

ト
に
、富
山
県
体
育
協
会
か
ら
私
・
黒
田

の
家
族
４
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
10
月
に
指
名
さ
れ
一
番
心
配
さ
れ
た
の

が
高
齢
者
の
私
で
し
た
。が
、毎
日
２
キ

ロ
の
ロ
ー
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、足
腰
に
故

障
の
な
い
よ
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
ま

し
た
。富
山
県
で
は
海
、川
、里
、山
を
象

徴
す
る
４
つ
の
行
事
と
祭
り
で
採
火
さ
れ

た
火
は
、ま
ず
３
世
代
で
ス
ポ
ー
ツ
に
打

ち
込
む
県
ボ
ク
シ
ン
グ
連
盟
理
事
長
の

私
、次
男
の
泉
（47）
＝
レ
ス
リ
ン
グ
国
体
３

位
、孫
の
萌
楓
（19）
＝
弓
道
国
体
3
位
と
頼

那
（19）
＝
柔
道
全
国
大
会
入
賞
、の
４
人

家
族
に
託
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
炬
火
の

ス
タ
ー
ト
を
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
ン

ナ
ー
に
繋
ぎ
、炬
火
台
に
点
火
す
る
こ
と

が
で
き
、無
事
に
大
役
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た
、11
月
22
日
に
は
石
井

隆
一
知
事
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
功
労
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、長
年
に
わ
た
り

県
ボ
ク
シ
ン
グ
連
盟
の
常
任
理
事
や
理
事

長
を
務
め
、連
盟
の
組
織
強
化
や
ジ
ュ
ニ

ア
選
手
の
育
成
に
取
り
組
み
、本
県
ボ
ク

シ
ン
グ
競
技
の
普
及
と
競
技
力
向
上
に
貢

献
し
た
こ
と
に
よ
る
表
彰
で
し
た
。 

　
私
に
と
っ
て
は
素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ

人
生
で
、嬉
し
い
想
い
出
と
な
り
ま
し

た
。

お
お
た
に
・
と
よ
し

◎
事
務
局
長　

１
９
７
２
年（
昭
和
47
）年
英
文
卒

く
ろ
だ
・い
さ
お

◎
会
長　
神
大
体
育
会
ボ
ク
シ
ン
グ
部
Ｏ
Ｂ

　

１
９
６
４（
昭
和
39
）年
経
済
卒

揖保郡太子町にある斑鳩寺

家
族
３
世
代
で
走
っ
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
会
式
（
左
か
ら

２
人
目
が
筆
者
）
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バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
研
修

岩
手
県
宮
陵
会　
立
木　
知
英（
35
歳
）

　
私
は
２
０
０
８
年
理
学
部
化
学
科
に

入
学
し
ま
し
た
が
、バ
イ
オ
や
遺
伝
子

に
関
す
る
学
問
に
興
味
を
持
ち
、２
年

次
に
生
物
科
学
科
へ
転
科
を
し
ま
し
た
。

平
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
４
年
間
は
、勉

強
中
心
の
毎
日
で
し
た
が
、沢
山
の
友

人
と
の
交
流
や
国
内
外
の
旅
行
、短
期

留
学
な
ど
充
実
し
た
学
生
生
活
で
し

た
。卒
業
後
は
東
日
本
旅
客
鉄
道
に
就

職
し
、現
在
は
営
業
主
任
と
し
て
八
戸

駅
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
わ
が
社
は
７
年
前
か
ら
「
海
外
体
験

プ
ロ
グ
ラ

ム
」と
呼
ば

れ
る
研
修

を
展
開
し

て
い
ま
す
。

海
外
で
の

生
活
体
験

の
機
会
を

通
じ
て
、語

学
力
の
レ

ベ
ル
ア
ッ

プ
と
と
も

に
精
神
的

な
逞
し
さ
、

オ
ー
プ
ン

な
視
野
と

マ
イ
ン
ド

の
醸
成
を

工
業
都
市 

室
蘭
の
街
歩
き

室
蘭
宮
陵
会　
泉
澤　
髙
光（
71
歳
）

　
室
蘭
の
街
歩
き
で
最
初
に
出
会
う
の

は
、白
鳥
大
橋
で
あ
る
＝
写
真
。ま
た
、平
成

25
年
に
夜
景
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
日
本
製

鋼
室
蘭
製
作
所
や
日
本
製
鉄
室
蘭
製
鉄

所
、旧
日
本
石
油
精
製
室
蘭
製
油
所
の

華
々
し
い
工
場
夜
景
も
楽
し
め
る
。残
念
で

あ
る
が
、現
エ
ネ
オ
ス
製
造
部
室
蘭
事
業

所
は
休
業
の
た
め
一
部
明
か
り
が
消
え
て

い
る
。こ
こ
は
脱
石
油
か
ら
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
地
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
石
炭
・
鉄
鋼
・
港
湾
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ

鉄
道
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
北
の
産

業
革
命
「
炭
鉄
港
」は
、北
海
道
発
展
の
歴

史
そ
の
も
の
で
あ
る
。空
知
の
炭
鉱
遺
産
、

室
蘭
の
工
場
景
観
、小
樽
の
港
湾
、そ
し
て

各
地
の
鉄
道
な
ど
１
０
０
キ
ロ
圏
内
に
位

置
す
る
こ
の
３
地
域
は
、令
和
元
年
に
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。豊
富
な
石
炭
埋
蔵

量
が
発
見
さ
れ
た
明
治
12（
１
８
７
９
）年

の
鉱
山
開
坑
が
、そ
の
始
ま
り
で
あ
る
。電

力
会
社
や
鉄
道
会
社
、製
鉄
所
が
直
ち
に

立
ち
上
が
り
、室
蘭
に
石
炭
と
電
気
が
供

給
さ
れ
始
め
た
わ
け
だ
。現
在
で
も
脈
々

と
歴
史
の
続
く
要
因
は
、天
然
の
良
港
、鉄

道
の
敷
設
、室
蘭
噴
火
湾
の
砂
鉄
（
鉄
の
原

料
）、洞
爺
湖
町
の
鉄
鉱
石
、そ
し
て
夕
張

の
炭
鉱
と
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
だ
。

　
室
蘭
周
辺
は
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い

る
。日
本
製
鉄
の
工
場
見
学
（
室
蘭
市
）も

公
開
さ
れ
て
い
る
。観
光
名
所
百
選
に
選

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、毎
年
１
０
０
人

以
上
の
社
員
が
約
３
か
月
間
、海
外
で
生

活
を
し
ま
す
。私
は
７
回
目
の
応
募
で
遂

に
合
格
し
、1
月
11
日
か
ら
３
月
16
日
ま

で
の
約
２
か
月（
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
短
縮
）、

カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。バ
ン
ク
ー
バ
ー
は
多
国
籍
の
移
民
都

市
で
、多
様
な
文
化
が
寛
容
に
混
ざ
り
合

い
、自
然
環
境
に
も
優
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
「
世
界
で
最
も
住
み
や
す
い
都
市
」と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。現
地
で
は
差
別
を
受

け
る
こ
と
も
な
く
、ま
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い

て
の
理
解
も
進
み
、違
い
を
自
然
と
受
け

入
れ
ら
れ
る
文
化
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

研
修
中
は
語
学
学
校
へ
通
学
し
な
が
ら
、

市
場
調
査
や
現
地
企
業
へ
の
企
画
提
案
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。こ
の

研
修
を
通
し
、経
験
が
自
信
と
成
長
に
繋

が
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。初
め
て
の
挑

戦
は
誰
で
も
不
安
で
す
。し
か
し
経
験
し

て
し
ま
え
ば
恐
怖
心
は
無
く
な
り
、次
の

ス
テ
ッ
プ
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。こ
の
経
験
の
積
み
重
ね
が
自
身

を
前
進
さ
せ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た

多
く
の
文
化
に
触
れ
、固
執
し
た
考
え
に

柔
軟
さ
が
加
わ
り
、新
た
な
視
野
を
持
つ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
今
後
も
学
生
時
代
に
培
っ
た
学
ぶ
姿
勢

を
崩
さ
ず
、多
く
の
経
験
や
挑
戦
を
重
ね
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
充
実
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

定
さ
れ
た
地
球
岬
（
同
）、「
ウ
ポ
ポ
イ
」（
ア

イ
ヌ
文
化
復
興
拠
点
・
民
族
共
生
象
徴
空

間
、白
老
町
）、世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す

隣
町
・
伊
達
市
の
縄
文
遺
跡
、登
別
温
泉
や

洞
爺
湖
温
泉
も
あ
る
。ま
た
、２
０
０
８（
平

成
20
）年
に
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

（
G
８
）の
行
わ
れ
た
ウ
ィ
ン
ザ
ー
国
際
ホ

テ
ル
の
一
流
レ
ス
ト
ラ
ン
が
素
晴
ら
し
い
。

　
ご
当
地
で
有
名
な
の
は
、わ
が
宮
陵
会

会
員
経
営
の
「
鳥
辰
」の
室
蘭
焼
き
鳥
や

室
蘭
カ
レ
ー
ラ
ー
メ
ン
。全
日
本
女
子
オ
ー

プ
ン
が
開
催
さ
れ
た
室
蘭
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
・

白
鳥
コ
ー
ス
や
登
別
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

の
あ
る
の
も
あ
り
が
た
い
。コ
ロ
ナ
収
束
後

は
、Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

も
利
用
し
て
、全
国
の
宮
陵
会
会
員
の
皆

さ
ま
の
ご
来
訪
を
お
待
ち
し
ま
す
。但
し
、

コ
ロ
ナ
は
ご
勘
弁
を
！

た
ち
き
・
ち
え

◎
２
０
０
８（
平
成
20
）年
生
物
科
卒

い
ず
み
さ
わ
・
た
か
み
つ

◎
会
長　

１
９
７
２（
昭
和
47
）年
英
文
卒

室蘭市の観光スポット　白鳥大橋と工場夜景　日本夜景遺
産に選定（H25）

参加したバンクーバー研修会（後列中央が筆者）



NO

サ
ン
パ
ウ
ロ
宮
陵
会
設
置
の
経
緯

事
務
局
長　
山
口　
裕
志

　
海
外
6
番
目
の
組
織
と
し
て
２
０
２
０

年
3
月
、設
置
と
な
り
ま
し
た
「
サ
ン
パ
ウ

ロ
宮
陵
会
」で
す
。本
紙
面
を
お
借
り
し
、サ

ン
パ
ウ
ロ
宮
陵
会
設
置
に
至
っ
た
経
緯
に

つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
ご
承
知
の
通
り
、多
く
の
日
本
人
が
移
民

と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
り
ま
し
た
。そ
の
中

に
は
、海
外
で
活
躍
す
る
夢
を
か
な
え
る

た
め
、専
門
分
野
以
外
の
勉
強
（
ス
ペ
イ
ン

語
な
ど
）が
出
来
る
と
い
う
理
由
で
神
大

に
進
学
し
、移
住
後
、事
業
を
成
功
さ
れ
た

素
晴
ら
し
い
先
輩
方
が
お
ら
れ
ま
す
。そ

の
先
輩
方
を
中
心
と
し
て
、こ
の
た
び
サ
ン

パ
ウ
ロ
宮
陵
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
は
駐
在
社
員
と
し
て
２
０
１
９
年
3

月
、サ
ン
パ
ウ
ロ
に
赴
任
し
ま
し
た
。赴
任

前
に
千
葉
県
宮
陵
会
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、宮
陵
会
の
な

か
っ
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
の
赴
任
は
、多
少
な

り
と
も
寂
し
い
気
が
し
て
お
り
ま
し
た
。赴

任
直
後
の
あ
る
日
、引
越
荷
物
の
輸
入
通

関
に
立
ち
会
う
た
め
、サ
ン
パ
ウ
ロ
国
際
空

港
へ
行
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、同
じ
目
的
で

空
港
に
来
て
い
た
一
人
の
日
本
人
と
出
会

い
ま
し
た
。手
続
き
の
待
ち
時
間
、そ
の
方

と
話
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、「
大
学
で
ス
ペ

イ
ン
語
を
学
ん
で
い
た
」と
聞
き
、も
し
か

し
て
…
と
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、な
ん
と
神

大
西
語
卒
で
あ
る
こ
と
が
判
り
、大
変
に

驚
く
と
と
も
に
、身
近
に
神
大
Ｏ
Ｂ
の
い
る

こ
と
を
知
っ
て
心
強
い
思
い
に
な
り
ま
し

た
。サ
ン
パ
ウ
ロ
宮
陵
会
設
置
と
い
う
思
い

が
芽
吹
い
た
の
も
、こ
の
時
で
し
た
。

　
偶
然
の
出
会
い
が
あ
っ
て
暫
く
し
た
あ

る
日
、会
社
の
上
司
か
ら
「
神
奈
川
大
学

Ｏ
Ｂ
会
に
つ
い
て
、ニ
ッ
ケ
イ
新
聞
（
ブ
ラ
ジ

ル
）に
掲
載
が
あ
っ
た
」と
伺
い
ま
し
た
。早

速
、ニ
ッ
ケ
イ
新
聞
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
神
奈
川
大
学
Ｏ
Ｂ
会

新
年
会
、貞
方
氏
の
受
勲
祝
い
を
兼
ね
」と

い
う
記
事
が
あ
り
、7
人
の
先
輩
方
の
映

る
記
念
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

偶
然
に
も
、上
司
の
知
人
が
、そ
の
写
真
の

中
の
一
人
を
良
く
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、取
り
次
ぎ
を
お
願
い
し
て
、面
会
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。そ
の
先
輩
も
西

語
科
卒
と
伺
っ
た
の
で
、「
私
は
貿
易
科

だ
っ
た
の
で
す
が
、ゼ
ミ
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
経
済
論
の
大
原
美
範
教
授
の
ゼ
ミ
で
し

た
」と
話
す
と
、こ
ち
ら
の
先
輩
も
大
原
ゼ

ミ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
判
り
、ま
た
し

て
も
大
変
な
驚
き
と
な
り
ま
し
た
。こ
う

し
て
、サ
ン
パ
ウ
ロ
近
郊
で
生
活
さ
れ
て
い

る
神
大
Ｏ
Ｂ
と
の
接
点
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
1
月
22
日
、神
奈
川
大
学
Ｏ

Ｂ
会
の
新
年
会
に
集
ま
ら
れ
た
先
輩
方
に

宮
陵
会
の
趣
旨
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
さ

せ
て
頂
き
、サ
ン
パ
ウ
ロ
宮
陵
会
の
設
置
に

向
け
、大
き
く
動
き
出
し
ま
し
た
。

　
サ
ン
パ
ウ
ロ
宮
陵
会
は
、会
員
9
人
に

よ
り
設
立
と
な
り
ま
し
た
。会
員
の
う
ち

7
人
は
昭
和
36
年
か
ら
昭
和
48
年
に
か
け

て
卒
業
さ
れ
た
大
先
輩
、残
り
2
人
も
還

暦
ま
で
あ
と
一
歩
、二
歩
と
い
っ
た
高
齢

組
織
で
す
が
、サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
来
ら
れ
る
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昨
年
度
、新
た
に
宮
陵
会
に
地
域
組
織
の
「
サ
ン
パ
ウ
ロ
宮
陵
会
」（
海
外
6
か
所
目
）と
「
ス
ケ
ー
ト
部
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

部
門
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
」「
ス
ケ
ー
ト
部
ス
ピ
ー
ド
部
門
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
」「
フ
ロ
イ
デ
コ
ー
ル
・
レ
ジ
ェ
ン
ド
」が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。今
号
で
は
そ
の
２
組
織
を
紹
介
し
ま
す
。（
フ
ロ
イ
デ
は
本
年
4
月
30
日
発
行
「
宮
陵
　
69
号
」に
既
報
）

新
組
織
紹
介

や
ま
ぐ
ち
・ひ
ろ
し

◎
１
９
８
８
年（
昭
和
63
）年
貿
易
卒

神
大
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、そ
し
て
大
学
関
係
者

や
現
役
留
学
生
な
ど
を
何
ら
か
の
形
で
サ

ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ン
パ
ウ
ロ
宮
陵
会
は
、サ
ン
パ
ウ
ロ

在
住
で
な
い
神
大
卒
業
者
も
歓
迎
い
た
し

ま
す
。サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
お
寄
り
の
際
は
、

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

アマゾン川アマゾン川

リオデジャネイロリオデジャネイロ

ブラジリアブラジリア

サンパウロサンパウロ

ブラジル連邦共和国

漢字表記は「伯刺西爾」

←日本の約22.5倍！←日本の約22.5倍！

北米経由で
↓25～２８時間
北米経由で
↓25～２８時間

◎首都
ブラジリア

◎人口（2018年）
2億946万人

◎距離
東京→サンパウロ

　　　　　18,560㎞
◎面積
851万5,767㎢

新年会に参加した面々（2020 年１月22 日、ESPAÇO KAZU）



大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

▽
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
中
止

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、来
場
者
の
皆

様
、教
職
員
・
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
安
全
確
保
を
第
一
に
考
え
、今
年
度
の

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
〈
11
月
８（
日
）横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
・
10
月
24
日（
日
）

湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス
〉
は
開
催
を
中
止
い
た
し
ま
す
。

　
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
昨
年
の
台
風
に
よ
る
中
止
に
続
き
、

ま
た
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
、経
営
学
部
最
後
の
年
と
な
る
中
で
、

参
加
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
卒
業
生
の
皆
様
に
は
大
変

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第24回神奈川大学ホームカミングデー式典の様子（横浜キャンパス）

第24回神奈川大学ホームカミングデー チアリーディング部による演舞

今
後
も
ス
ピ
ー
ド
部
門
に
ご
支
援
を

ス
ケ
ー
ト
部
ス
ピ
ー
ド
部
門
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
会

会
長　
渡
部　
裕
太
郎（
34
歳
）

　
こ
の
度
、神
奈
川
大
学
宮
陵
会
報
に
ス

ケ
ー
ト
部
ス
ピ
ー
ド
部
門
が
掲
載
さ
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。ス

ケ
ー
ト
部
ス
ピ
ー
ド
部
門
の
活
動
開
始
は

古
く
、90
年
代
前
半
ま
で
遡
り
ま
す
。当
時

は
ま
だ
強
化
部
と
い
う
位
置
付
け
で
は
な

か
っ
た
も
の
の
、諸
先
輩
方
の
地
道
な
活

動
で
徐
々
に
実
績
を
積
み
重
ね
２
０
０
５

年
、ス
ポ
ー
ツ
推
薦
一
期
生
が
入
学
。そ
し

て
、ス
ポ
ー
ツ
推
薦
一
期
生
が
4
年
生

と
な
っ
た
２
０
０
８
年
、初
の
シ
ョ
ー
ト

ト
ラ
ッ
ク
日
本
学
生
選
手
権（
イ
ン
カ
レ
）

で
男
子
総
合
初
優
勝
を
飾
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。そ
の
後
も
活
躍
は
め
ざ
ま
し
く
、

イ
ン
カ
レ
総
合
部
門
の
優
勝
常
連
校

に
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。ま
た
、学
生

た
ち
の
活
躍
は
社
会
人
選
手
が
凌
ぎ

を
削
る
全
日
本
ク
ラ
ス
の
大
会
、

国
内
だ
け
で
な
く
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
・

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
・
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
・
世
界
選
手
権
と
言
っ
た
海

外
の
試
合
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。直

近
で
は
２
０
１
８
年
、韓
国
で
開
催

さ
れ
た
平
昌
五
輪
に
Ｏ
Ｇ
1
人
、学

生
1
人
の
選
手
が
出
場
権
を
掴
み
取

り
、ス
ケ
ー
ト
部
ス
ピ
ー
ド
部
門
の

歴
史
に
新
た
な
1
ペ
ー
ジ
を
刻
み
ま

し
た
。

　
歴
史
は
浅
い
部
で
は
あ
り
ま
す

が
、Ｏ
Ｂ
会
の
組
織
・
発
足
、宮
陵
会
地
域

組
織
へ
の
加
入
な
ど
ス
ケ
ー
ト
部
ス
ピ
ー

ド
部
門
が
将
来
も
更
に
発
展
し
て
い
く
た

め
の
取
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。ス

ケ
ー
ト
部
ス
ピ
ー
ド
部
門
が
今
日
ま
で

至
っ
た
の
は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
諸
先
輩
方
、

監
督
、コ
ー
チ
、多
く
の
指
導
者
、歴
代
の

部
長
の
皆
さ
ま
、大
学
職
員
の
方
々
、多

く
の
ス
ケ
ー
ト
部
ス
ピ
ー
ド
部
門
を
支
え

て
頂
い
た
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
で

す
。こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
今
後
も
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

9

2018 年平昌五輪で筆者

わ
た
な
べ
・ゆ
う
た
ろ
う

◎
２
０
０
９
年（
平
成
21
）年
英
文
卒

宮陵会報（No１１１号）へのご投稿をお待ちします▽発行 2020 年12 月中旬▽体裁 A4 判、12 ページ（予定）
▽規定 600 字以内 〈原稿内容〉テーマは自由。住所、氏名、年齢、神大の卒業年、学科を明記。写真添付
の場 合は１枚（説明も）▽ 締め切り　2020 年10 月26 日（月）。掲載 分には記 念品をお贈りします
▽ 宛 先 〒221-0802 横 浜 市 神 奈 川区 六 角橋３-27 -１、宮 陵 会「 宮 陵１１１号 」係。郵 送 かメール

（kyuryou- jimu@kanagawa-u.ac.jp）で。原稿は一部手直しすることがあります。（広報委員会）

原稿を
募集しています 
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みなとみらいキャンパスオープン近づくみなとみらいキャンパスオープン近づく
―期待される大学発展の起爆剤―

横浜・みなとみらい２１地区に建設中のみなとみらいキャンパスの完 成が近づいています。今年１２月に建物の引き渡しを受けます。
２０２１年４月にはグローバル系の３学部が移転します。新キャンパスのコン セプトは「『国際・日本』の融合した未来『創造・交流』キャンパス」。

大学は２０２８年の創立１００周年に向けて諸施策を展開しています。新  キャンパスは今後の大学発展の起爆剤となることが期待されます。
新キャンパスの進捗状況などを地元新聞社で長年活躍した卒業生の浅田勁 さん（昭和４２年貿易卒、神奈川県綾瀬市在住）に報告してもらいました。

み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
は
大
学
の

前
身
・
横
浜
学
院
が
創
設
さ
れ
た
桜

木
町
に
隣
接
。み
な
と
み
ら
い
線
の
み
な

と
み
ら
い
駅
か
ら
徒
歩
約
６
分
。新
高
島

駅
か
ら
徒
歩
約
４
分
。Ｊ
Ｒ
・
東
急
東
横

線
・
京
浜
急
行
・
相
鉄
線
・
横
浜
市
営
地
下

鉄
の
横
浜
駅
か
ら
徒
歩
約
11
分
。Ｊ
Ｒ
・
横

浜
市
営
地
下
鉄
線
桜
木
町
駅
か
ら
徒
歩
約

12
分
。横
浜
市
役
所
や
神
奈
川
県
庁
は
徒

歩
圏
内
。１
８
５
８
年
６
月
に
調
印
さ
れ
た

日
米
修
好
通
商
条
約
に
よ
り
開
港
さ
れ
た

地
で
も
あ
る
。現
在
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
、美
術
館
、コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、劇
場
な

ど
の
芸
術
文
化
施
設
、ホ
テ
ル
、イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、病
院

が
立
ち
並
ん
で
い
る

　
２
０
１
８
年
10
月
に
着
工
。地
下
１
階
、

地
上
21
階
。敷
地
面
積
約
７
千
８
４
８
平

方
㍍
、建
築
面
積
約
５
千
４
３
０
平
方
㍍
、

延
べ
床
面
積
約
５
万
５
０
０
平
方
㍍
。高
さ

９
９
・
９
㍍
。外
観
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
。

　
１
階
は
学
生
だ
け
で
は
な
く
研
究
者
、

周
辺
企
業
、観
光
客
な
ど
多
く
の
「
人
」が

集
い
、地
域
や
社
会
と
つ
な
が
る
さ
ま
ざ

ま
な
機
能
を
持
つ
空
間
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ

モ
ン
ズ
（
知
と
文
化
の
交
流
拠
点
）。ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、大
学
の
歴
史
・
将
来
構
想

の
展
示
エ
リ
ア
、体
験
教
室
・
ラ
ボ
、観
光

ラ
ウ
ン
ジ
、ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
、グ
ロ
ー
バ
ル

ラ
ウ
ン
ジ
。２
階
、３
階
は
図
書
館
。４
階
～

９
階
は
講
義
室
・
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
（
学
生

食
堂
）・
中
・
小

ホ
ー
ル
。12
階
～
20
階
が
研
究
室
・
研
究

所
・
ゼ
ミ
室
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
。21
階
の
ト
ッ
プ
ラ
ウ
ン
ジ
は

富
士
山
、大
山
山
系
を
眺
め
な
が
ら
の
飲

食
を
楽
し
め
る
。パ
ー
テ
ィ
ー
も
で
き
る
。

来
年
４
月
に
移
転
す
る
の
は
今
年
４

月
に
新
設
さ
れ
た
国
際
日
本
学
部

と
外
国
語
学
部
、経
営
学
部
の
３
学
部
。

「
世
界
・
日
本
・
地
域
の
架
け
橋
と
な
る
人

材
」を
育
て
る
の
が
目
的
。看
板
の
国
際
日

本
学
部
は
国
際
文
化
交
流
学
科
、日
本
文

化
学
科
、歴
史
民
俗
学
科
か
ら
な
る
。国
際

文
化
交
流
学
科
は
２
年
次
か
ら
文
化
交
流

コ
ー
ス
、観
光
文
化
コ
ー
ス
、国
際
日
本
学

コ
ー
ス
、言
語
・
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス
に
分
か

れ
る
。日
本
文
化
学
科
は
国
際
社
会
の
中

に
位
置
づ
く
日
本
文
化
を
自
覚
し
、多
文

化
共
生
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成
。

歴
史
民
俗
学
科
は
大
学
院
の
「
歴
史
民
俗

資
料
学
研
究
科
」及
び
「
日
本
常
民
文
化

研
究
所
」の
伝
統
を
生
か
し
た
学
び
の
場

と
な
る
。新
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
約
５
千
人

（
２
０
２
１
年
度
は
約
４
千
３
０
０
人
）が

学
ぶ
。

　
１
階
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
モ
ン
ズ
空
間
に

は
今
年
10
月
に
開
設
予
定
の
社
会
連
携
セ

ン
タ
ー
を
設
け
る
。市
民
は
も
と
よ
り
企

業
や
行
政
機
関
と
の
連
携
、国
連
で
採
択

さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）学
習
の
拠
点
と
な
る
。大
学
は
す
で
に

横
浜
企
業
経

営
支
援
財
団
（
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
横
浜
）と
包
括
協

定
、神
奈
川
県
中
小
企
業
家
同
友
会
と
相

互
協
力
協
定
を
締
結
。昨
年
は
神
奈
川
県
、

今
年
２
月
に
は
横
浜
市
と
包
括
連
携
協
定

を
結
ん
だ
。セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
社
会
へ
の

貢
献
を
積
極
的
に
進
め
る
。「
建
物
全
体
が

ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
モ
ン
ズ
と
の
考
え
に
立
っ

て
い
ま
す
」。キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
推
進
室
の

相
良
秀
生
室
長
は
こ
う
強
調
す
る
。エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
１
～
４
階
が
吹
き
抜
け
。

「
街
に
開
か
れ
た
デ
ザ
イ
ン
」（
相
良
秀
生

キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
推
進
室
長
）が
特
徴
。
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みなとみらいキャンパスオープン近づくみなとみらいキャンパスオープン近づく
―期待される大学発展の起爆剤―

横浜・みなとみらい２１地区に建設中のみなとみらいキャンパスの完 成が近づいています。今年１２月に建物の引き渡しを受けます。
２０２１年４月にはグローバル系の３学部が移転します。新キャンパスのコン セプトは「『国際・日本』の融合した未来『創造・交流』キャンパス」。

大学は２０２８年の創立１００周年に向けて諸施策を展開しています。新  キャンパスは今後の大学発展の起爆剤となることが期待されます。
新キャンパスの進捗状況などを地元新聞社で長年活躍した卒業生の浅田勁 さん（昭和４２年貿易卒、神奈川県綾瀬市在住）に報告してもらいました。

神
奈
川
大

学
は
既

に
世
界
39
カ
国
、

１
５
２
校（
Ｈ
Ｐ

よ
り
）の
大
学
と

学
術
交
流
協
定

を
結
ん
で
い
る
。

２
０
１
９
年
７
月

に
は
大
学
の
近

く
に
国
際
学
生
寮
「
神
奈
川
大
学
栗
田
谷

ア
カ
デ
メ
イ
ア
」を
完
成
さ
せ
て
い
る
。地

上
４
階
建
て
、延
べ
床
面
積
は
約
６
千
平

方
㍍
。２
１
０
の
個
室
と
３
つ
の
多
目
的

ス
タ
ジ
オ
、多
目
的
和
室
、共
用
キ
ッ
チ
ン

が
あ
る
。定
員
は
２
０
０
人
。「
ま
ち
の
よ

う
な
学
生
寮
」が
コ
ン
セ
プ
ト
。学
生
が
食

文
化
や
言
語
、生
活
ス
タ
イ
ル
な
ど
、共
同

生
活
を
通
し
て
互
い
に
学
び
合
う
空
間
を

目
指
す
。

　
牧
内
良
平
理
事
長
は
「
宮
陵（
Ｎ
Ｏ
68
）」

で
２
０
２
８
年
の
創
立
１
０
０
周
年
、さ
ら

に
20
年
、30
年
先
を
見
据
え
た
将
来
構
想

実
行
計
画
（
２
０
１
８
～
２
０
２
８
年
）

と
中
長
期
財
政
計
画（
同
）の
着
実
な
実
行

を
強
調
。「
具
体
的
に
は
、み
な
と
み
ら
い

キ
ャ
ン
パ
ス

計
画
、横
浜
・

中
山
両
キ
ャ

ン
パ
ス
を
含

め
た
キ
ャ
ン

パ
ス
新
総
合

計
画
の
推

進
」を
図
る

と
す
る
。そ

の
一
環
と
し
て
、建
築
学
部
新
設
も
予
定
さ

れ
て
い
る
。「
大
学
の
存
在
意
義
は
、い
か
に

時
代
を
先
導
す
る
力
を
示
す
か
、い
か
に

人
類
の
未
来
に
貢
献
で
き
る
か
に
懸
か
っ

て
い
ま
す
」。兼
子
良
夫
学
長
は
「
宮
陵

（
Ｎ
Ｏ
69
）」で
こ
う
書
く
。大
学
の
今
年
の

志
願
者
数
は
こ
の
４
年
間
で
１
万
人
も
増

え
て
い
る
。

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ（
多
様
性
）と
共
生
の

時
代
。み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
が
果
た

す
役
割
は
大
き
い
。横
浜
か
ら
日
本
全
国
、

さ
ら
に
世
界
へ
の
一
層
の
発
展
。大
学
関
係

者
、卒
業
生
が
胸
に
秘
め
る
想
い
で
あ
る
。

◎
文
・浅
田
勁

◎
写
真
・イ
ラ
ス
ト　

神
奈
川
大
学
提
供

１階 米田吉盛記念ホール

２階 図書施設

１階〜 ４階エントランスホール

２階 ラーニングコモンズ

12 階〜 高層階プレゼンフィールド

みなとみらいキャンパス
（建設中） みなとみらい駅方面

横浜キャンパス

横浜駅

桜木町駅方面

新高島駅

神奈川大学発祥の地
（桜木会館 跡）

横浜ランドマークタワーから
みなとみらいキャンパスを
横浜駅方面に望む（2020.7.19 撮影）



　
六
十
歳
で
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
（
７
＆
ｉ
）を

定
年
退
職
し
ま
し
た
。退
職
後
の
長
い
人

生
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
そ
う
か
。面
白
く

楽
し
い
人
生
に
し
よ
う
と
思
い
立
ち
、趣

味
の
川
柳
を
よ
り
深
く
掘
り
さ
げ
る
決
意

を
し
ま
し
た
。

　
在
職
中
か
ら
時
事
川
柳
に
興
味
を
持

ち
、メ
モ
帳
に
書
き
込
ん
だ
り
作
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。あ
る
日
、投
稿
を
思
い
立
ち
、

読
売
新
聞
に
投
稿
し
た
と
こ
ろ
一
面
の
川

柳
欄
に
掲
載
さ
れ
、全
国
の
知
人
や
友
人

か
ら
「
川
柳
を
見
ま
し
た
」と
の
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。

　
退
職
を
機
に
あ
ち
こ
ち
の
川
柳
会
に
出

席
し
ま
し
た
。ま
た
、川
柳
大
会
に
も
積
極

的
に
出
席
し
、そ
こ
そ
こ
入
賞
も
し
ま
し

た
。あ
る
時
、入
賞
句
を
見
た
教
育
委
員
会

の
方
か
ら
文
化
講
座
の
川
柳
講
師
の
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。現
在
は
二
か
所
で
川
柳

教
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。八
十
二
歳
の

こ
の
歳
で
毎
日
、国
語
辞
典
を
開
い
て
い

ま
す
。句
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

肩
組
ん
で
放
吟
も
し
た
青
春
期

お
ぼ
ろ
げ
な
記
憶
を
た
ど
る
同
期
会

同
期
会
ス
タ
ミ
ナ
切
れ
の
顔
も
来
る

悔
い
な
し
と
強
が
り
を
言
う
八
十
路
坂

竹
槍
の
は
な
し
を
孫
が
馬
鹿
に
す
る

　
入
学
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
九
州
宮
崎
か
ら

夜
行
列
車
で
初
め
て
降
り
立
っ
た
横
浜

は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
あ
っ
た
昭
和
39

年
の
春
で
あ
る
。

　
部
活
は
迷
わ
ず
弓
道
部
に
入
部
（
当
時
は

ま
だ
同
好
会
で
あ
っ
た
）。練
習
道
場
は
、中
区

の
横
浜
平
和
公
園
内
に
あ
っ
た
県
立
武
道

館
で
あ
っ
た
。現
在
の
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム

（
旧
平
和
球
場
）の
ラ
イ
ト
ス
タ
ン
ド
辺
り
で

あ
る
。当
時
は
ま
だ
路
面
電
車
が
走
っ
て

お
り
、六
角
橋
発
本
牧
行
き
に
乗
車
し
、横

浜
駅
東
口
や
馬
車
道
を
経
由
し
て
裁
判
所

前
で
下
車
し
て
通
っ
た
。乗
車
賃
は
片
道

15
円
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

　
よ
き
先
輩
に
も
恵
ま
れ
、弓
の
魅
力
に

は
ま
り
、弓
道
の
た
め
に
学
校
へ
通
っ
て
い

た
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
。と

言
っ
て
、弓
道

が
う
ま
い
わ

け
で
は
な
い
。

的
に
は
中あ
た

る

が
射
形
が
す

こ
ぶ
る
悪
い

と
き
て
い
た
。

腕
は
「
猿
手
」

（
弓
手
が
曲
が
っ

　
私
は
、作
家
の
堺
屋
太
一
氏
が
名
付
け
た

“
団
塊
世
代
”
（
昭
和
22
～
24
年
の
３
年
間
に
生

ま
れ
た
人
で
、約
８
０
０
万
人
）の
一
人
で
す
。昨

年
生
ま
れ
た
新
生
児
は
約
86
万
人
と
い
う

か
ら
、い
か
に
多
か
っ
た
か
。子
ど
も
た
ち

は
町
に
村
に
あ
ふ
れ
、近
所
を
駆
け
回
っ

た
。そ
の
全
員
が
今
や
古
稀
を
超
え
、間
も

な
く
後
期
高
齢
者
の
仲
間
入
り
へ
。介
護
・

医
療
費
の
急
激
な
需
要
の
高
ま
り
と
な

り
、国
富
が
枯
渇
し
か
ね
な
い
と
白
眼
視

定
年
後
の
過
ご
し
方

神
奈
川
県　

菊
地　

政
勝 （
82
歳
）

１
９
６
１（
昭
和
36
）年
貿
易
卒

学
生
時
代
の
思
い
出

岡
山
県　

村
山　

義
信 （
75
歳
）

１
９
６
８（
昭
和
43
）年
貿
易
卒

団
塊
世
代
の
一
人
と
し
て

石
川
県　

花
岡　

鉄
男 （
71
歳
）

１
９
７
１（
昭
和
46
）年
法
律
卒

て
い
る
）、そ
の
う
え
多
少
猫
背
ぎ
み
。そ
し

て
「
モ
タ
レ
」（
会
に
入
っ
て
な
か
な
か
矢
が
弓
か

ら
放
れ
な
い
）。先
輩
か
ら
は
「
村
山
は
『
中

て
弓
』だ
な
あ
」と
よ
く
言
わ
れ
た
。

　
当
時
は
大
学
の
数
も
少
な
く
県
学
生
弓

道
連
盟
加
盟
大
学
は
国
大
、市
大
、防
大
、

関
東
大
、そ
れ
に
神
大
の
５
大
学
で
あ
っ

た
。春
と
秋
の
5
大
学
リ
ー
グ
戦
や
秋
の

関
東
甲
信
越
学
生
弓
道
選
手
権
大
会
が
対

外
試
合
で
あ
り
、部
内
の
月
例
会
、納
会
、

射
初
め
会
な
ど
が
主
な
試
合
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
中
、2
年
の
秋
、昭
和
40
年
、新
潟

県
十
日
町
市
で
開
か
れ
た
第
六
回
関
東
甲

信
越
学
生
弓
道
選
手
権
大
会
で
１
５
０
人

近
い
先
輩
諸
氏
を
押
し
の
け
て
、な
ん
と

20
射
17
中
で
個
人
三
位
に
な
り
、伊
勢
神

宮
で
開
催
さ
れ
た
第
十
一
回
全
日
本
学
生

弓
道
選
抜
対
抗
試
合
に
神
大
弓
道
部
初
の

出
場
を
果
た
し
優
勝
で
き
た
こ
と
が
、唯
一

の
自
慢
で
あ
る
。

歳
で
す
と
見
立
て
る
医
者
が
薬
だ
し

長
生
き
に
見
合
う
オ
カ
ネ
が
不
足
気
味

頼
ら
れ
る
う
ち
が
華
だ
と
聞
い
て
や
る

さ
れ
て
も
い
る
。

　
そ
ん
な
世
代
の
神
大
卒
業
生
の
仲
間
約

10
人
で
毎
年
、観
光
と
懇
親
を
兼
ね
、会
場

を
変
え
な
が
ら
集
ま
っ
て
い
る
。ま
も
な
く

10
年
に
な
る
。同
窓
会
は
卒
業
生
に
と
っ
て

共
通
の
継
続
的
、横
断
的
な
財
産
と
も
い

え
る
。会
っ
て
、弾
ん
だ
会
話
を
重
ね
る
と

元
気
に
な
る
。刺
激
と
潤
い
を
与
え
て
く

れ
る
。貴
重
な
機
会
だ
。

　
卒
業
生
に
と
っ
て
の
機
関
紙
・
誌
に
望

む
こ
と
。ま
ず
会
員
に
親
し
ま
れ
る
内
容

で
あ
っ
て
欲
し
い
。「
宮
陵
69
号
」の
投
稿

欄
に
は
、同
じ
ゼ
ミ
仲
間
が
近
況
報
告
と

俳
句
を
載
せ
て
い
た
。「
宮
陵
」が
と
て
も

身
近
に
感
じ
た
。書
き
手
の
楽
し
み
な
が

ら
の
文
章
は
、読
み
手
に
も
そ
の
楽
し
さ
が

自
ず
と
伝
わ
る
。

　
こ
こ
数
年
、欧
州
へ
の
観
光
旅
行
を
楽
し

ん
で
い
る
。シ
ン
プ
ル
さ
と
自
然
環
境
を
国

是
と
す
る
北
欧
。自
治
の
強
さ
と
健
全
性

の
西
欧
。古
代
遺
跡
と
太
陽
に
依
存
の
南

欧
。社
会
主
義
か
ら
の
脱
却
模
索
の
続
く

東
欧
…
。翻
っ
て
わ
が
国
を
見
れ
ば
、世
襲

議
員
と
忖
度
官
僚
、名
門
企
業
の
凋
落
。経

済
一
流
、政
治
二
流
が
今
や
、経
済
も
政
治

も
三
流
に
成
り
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
感
が

あ
る
。

　
地
震
や
大
雨
な
ど
の
天
災
地
変
の
多

発
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
、忌
ま

わ
し
い
事
件
も
後
を
断
た
な
い
。そ
ん
な

混
迷
な
現
代
に
、団
塊
世
代
が
漬
物
の
重

石
の
ご
と
く
居
座
り
続
け
る
。ど
う
生
き

る
か
？
ど
う
生
き
続
け
る
か
？
自
問
自
答

の
昨
今
。卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、ど
う
ぞ
お

達
者
で
！
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原稿を募集中
（詳細は９頁）

卒
業
生
の

声


